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イーグル・テクノロジーでは、岩下社長の自
宅裏のガレージを改造した工場で、パーツの

組み立てなどを行っている。

横河電機と共同開発した「脳磁計測システム
（MEG）」を製造・販売するイーグル・テク

ノロジーの岩下社長。



脳磁計測システ
ム（MEG）／脳

が発するごくわずかな磁
気を使って脳の病変を診
断する。
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【KUTLO入会料金】

／
／

／

KUTLO代表取締役社長の
板垣英治氏

来春オープンする金沢大のインキュベーション施設。

KUTLO監査役の平野武嗣氏



ベンチャー・ビジネ
ス・ラボラトリー

（VBL）の赤坂洋一所長。北
陸先端大のベンチャー企業
創出を目指す。

2002 WINTER ISICO 05

TLOは、研究者から
特許出願権の譲渡を

受け、特許を取得。企業へ
技術移転する。
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ベンチャー・ビジネ
ス・ラボラトリー

（VBL）を運営する先端科
学技術研究調査センター。

日本アジア投資の
松倉孝文氏は、大

学発ベンチャー成功の鍵
は「チーム編成にある」
と言い切る。
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DGnet（デジネット）

ビジネスをインターネット上からサポートする
「DGnet」。ワンストップ情報収集デスクでは、蓄積され
たビジネス情報をキーワードやカテゴリーを使って一括
検索できます。大学発ベンチャー設立のために、大学の
研究情報を知りたい方は、研究者情報や研究論文情報を
検索してみてください。

●研究者情報（2002年10月末現在1,238名登録）
県内の大学等の研究者について、研究テーマや活動実績
などを紹介します。

●研究論文情報（2002年10月末現在282件登録）
県内の研究者の研究論文の概要を紹介するほか、論文を
掲載したホームページにもリンクしています。

※技術相談デスク「ワンストップ相談室」では、県内の大学、公設

試験研究機関の協力により、製品開発時における技術的な疑問や相

談に対してアドバイスを受けることができます。

研究者情報をネットで検索

デジネットには、
研究者情報以外

にも、ビジネスに役立つ
情報を満載している。

研究者情報の検
索画面。キーワ

ードやカテゴリーで絞り
込める。

http://www.isico.or.jp

アントレプレナーセミナー

ISICOでは、若者たちの起
業精神を喚起する目的で、県
内の大学と共同で平成11年か
ら「アントレプレナーセミナ
ー」を開催しています。
10月22日には、金沢大学

工学部で「ベンチャーへの挑
戦in金沢大学」と題してアン
トレプレナーセミナーを実施
し、8人の学生がビジネスプ
ランを発表しました。
当日は、学生が「車いすの

動力を利用した段差解消機の
開発」など、日ごろの研究成
果を活用したビジネス展開を
プレゼンテーション。経営コ
ンサルタントや銀行の投資担
当者らが審査し、各プランに

ついてその市場性や事業化ま
での問題点についてチェック
し、アドバイスしました。中
には、聴講に訪れていた民間
企業からその場で共同研究を
持ちかけられる学生の姿も見
られ、学生だけでなく企業に
とっても有意義なセミナーと
なりました。
今後も、このアントレプレ

ナーセミナーを通して、学生
のベンチャーマインドの高揚
とともに、大学におけるベン
チャーの可能性を探っていき
たいと考えています。企業の
皆さまの多数のご参加をお待
ちしております。

大学におけるベンチャーの可能性を探る

経営や融資業務の
第一線で活躍する

審査員が学生のビジネス
プランをチェックした。

ISICOも大学発ベンチャーを支援します！
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同研究会が、健康食品や機能性

繊維などのライフケア産業をテー

マとしたのは、北陸の産学にその

分野の商品開発に適した条件が整

っていたことが大きい。石川、富

山、福井の3県には、日本酒やみ

そ、しょう油に代表される発酵食

品や繊維、製薬などの会社が集ま

るだけでなく、補完代替医療（※）

の研究と分析に優れた実績を持つ

研究者がそろっている。そのため、

多彩な分野の企業を通じて、一つ

の基幹技術をさまざまな形で商品

展開できるとともに、研究機関が

効果や影響を科学的に分析・評価

することによって、商品価値を高

めることが可能となる。

商品開発の手順としては、企画

が承認されると、事務局がその実

現に必要な開発チームのメンバー

を産学の会員から募り、公的機関

は資金や施設提供によって支援す

る。このとき、開発だけでなく、

販路やマーケティングなどのノウ

ハウを持つ企業にも声をかけ、ビ

ジネス全体を考えてコーディネー

トするのが特徴だ。

事務局を預かる彦田庸三理事

は、「品ぞろえの充実や流通シス

テムなどが整って、初めて商品が

産業に育つ。参加する会員みんな

の力で北陸発のブランドを作り上

げ、地域の活性化につなげていき

たい」と目標を語る。

現在、主に取り組んでいるのは、

がんや老化の原因となる活性酸素

※補完代替医療

通常の病院や医療機関では用いられず、科学的な検証や臨床データによる実証が十分になされていない医学体系や治療法のこと。中国医学、インド医学、免疫療法、健康食品、アロマ

セラピー、心理療法などがこれにあたり、伝統医学、民間療法から保険適用外の新治療法まで示す範囲は幅広い。明らかに非科学的なものがある一方、作用や有効性が科学的に証明さ

れつつあるものも多く、研究も年々盛んになっている。

《 事 務 局 》
金沢市彦三町2-1-10 金沢真和ビル3Ｆ

TEL 076-264-2215  FAX 076-234-8636
http://www.h-lifecare.net/

評価・分析部会の会議風景。
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を消し去る抗酸化素材の研究だ。

手始めとして、抗酸化作用を持つ

天然の生薬を原料に、肌のしわや

しみの進行を抑える化粧品の開発

を進めている。早ければ来年度中

にも商品化する見込みだ。

今後は、組織内の各委員会や部

会の活動を本格化する。特に事業

委員会内におかれる部会は、素材

や技術の科学的効果を検証する

「評価・分析」、食品、繊維など各

分野でのビジネス化をめざす「製

品企画」、販路確保やマーケティ

ング戦略などを考える「事業支援」

の3つを設置し、プロジェクトの

中心として、会員から提出されて

いる約50件の企画案の事業化を

推進する。

例えば、空調設備やカーテン、

カーペットの繊維などに、アレル

ギーの元となるアレルゲンを分解

する技術を使い、快適な住環境の

実現を目指す研究は、15年度か

らスタートさせたい意向だ。その

ほかにも、年間5～10件を採択

し、共同研究を実施していく。

彦田理事は「この分野はまだま

だ市場開拓の余地を残している。

研究に参加する各企業が、商品開

発を通してお互いに発展していけ

る場にしたい」と話している。

※1…産業クラスター計画
経済産業省が実施している施策で、一定の地域内

において、産学官による人的ネットワークの形成

と地域関連施策の総合的・効果的な投入によって、

地域経済を支え、世界に通用する有望な企業や産

業を発掘する仕組みを作る計画。平成13年度から、

各地方の経済産業局を中心に、地域特性を生かし

た19のプロジェクトが全国で展開されている。

※2…北陸ものづくり創生プロジェクト
中部経済産業局が推進する産業クラスター計画の

一つで、北陸地方において、高度精密加工・材料、

バイオ技術などの新分野を目指す企業を発掘し、

産業集積（クラスター）を創生することを目的と

する。地域の企業、大学、支援機関などで構成す

る創生協議会が核となり、北陸ライフケアクラス

ター研究会をはじめとする推進組織と協働しなが

ら、各種事業の実施や支援を行う。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ほか

北陸ライフケアクラスター研究会とは？

産

学

官 事務局のコーディネートで、3つの部会を中心に会員によ

る商品開発を支援する。正会員だけでなく、会の運営に

は直接参加しない賛助会員も、開発プロジェクトに参加できる。



日本で30年間、汎用ソフトを扱

っているわたしが感じることは、

日本人はITに期待しすぎていると

いう点だ。社内のIT化が進めば、

単純に人件費の削減や利益につな

がると考えている。確かに、ITは

有効なツールに間違いはないが、

現状をしっかりと把握した上で活

用していかなければ、日本経済は

さらに悪化していくだろう。

皆さんも知っての通り、経済は

需要と供給のバランスで成り立っ

ており、経済の大前提は不足する

物を、どう効率的に使うかだ。だ

が、今の日本は物で溢れている。

1960年と比べると、生産性は10

倍に向上した。例えば、一人当た

り1個しか作れなかった眼鏡を、今

は10個生産することができる。し

かし、人間の目の数は増えていな

い。これでは、デフレが進むのも

当然だ。

また、日本は輸入量が多すぎる。

資源の少ない日本にとって、もち

ろん輸入は必要だが、農薬漬けの

■ フォーラム／石川県立音楽堂　10月29日（火）

■ フェスタ／金沢全日空ホテル　10月29日（火）、30日（水）

■ 主催／中小企業総合事業団、（財）全国中小企業情報化促進センター、（財）石川県産業創出支援機構

【基調講演】IT社会でなすべき事：企業として、個人として。

ITを効果的に活用するには、自分の国を知ることから
講師■ ビル･トッテン氏（株式会社アシスト代表取締役）
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リンゴまでもが本当に必要なのだ

ろうか。個人的見解としては、現

在輸入している6割は不要だと感じ

ている。このような現状を理解せ

ず、IT化で生産性をさらに高め、

デフレを増幅させることに、わた

しは手放しで賛成することはでき

ない。

わたしには、もう一つ気になっ

ていることがある。それは、朝、

電車に乗ると、子どもだけでなく、

大人までマンガを読んでいること

だ。テレビやマンガの影響で日本

人は本から遠ざかり、さらに印象

で物事を考えるようになってしま

った。データを基にせず、印象で

決定するのならITはいらない。文

字を使わない、論理的でない日本

人にとって、なぜ、ITが必要なの

か。正直、疑問を感じてしまう。

自分の国の経済と変化を知らな

いのに、ただ単にアメリカの真似

をすることは、賢い選択とは決し

て言えない。ITをより効果的に使

うためにも、日本人は自国や自分

たち自身のことをもっと理解した

上で、ITを利用していく必要があ

るだろう。

（文責：（財）石川県産業創出支援機構）

2002

電子政府への移行が進むカナダの実情と取り組み
講師■ ミッシェル･ドーレイ氏（カナダ政府情報長官）

招待スピーチ

1941年、アメリカ合衆国カリフォルニア州

生まれ。1963年、カリフォルニア州立大学

卒業。同年、ロックウエル社に入社し、アポ

ロ計画に従事する。1969年、南カリフォル

ニア大学経済学博士号取得。同年、市場調査

のため初来日。1972年、（株）アシスト設立。

現在に至る。

C O L U M N

（文責：（財）石川県産業創出支援機構）



能美郡根上町吉原町ワ13
TEL0761-55-0466
川畠清高
昭和61年4月
2000万円
36名

ＰＶＤコーティング受託加工、工具研削、成形工
具製作、表面処理サービス
URL http://www.hokuriku.ne.jp/onward/

工具や金型などの薄膜コーティング

を手掛けるオンワード技研は、今年4

月、長尺製品へのDLC（ダイヤモンド

ライクカーボン）膜コーティングの技

術開発に成功し、注目を集めている。

DLC膜は、真空中の放電でプラズマ

を発生させ、炭化水素ガスを炭素イオ

ンに分解して成膜する。一般的なチタ

ンコーティングよりも硬度に優れ、摩

擦係数も小さくできる。だが、プラズ

マの均一性や高温で対象物が変形する

などの問題があり、従来は長さ500ミ

リを超す製品には使えなかった。

それを同社では、プラズマを発生さ

せる電極や製品を入れる真空炉などに

改良を加え、1200ミリまでの製品に対

して均一な成膜を可能にした。磨耗に

強いことから、搬送用のリニアレール

などへの利用が期待されており、現在、

製品化に向けた評価試験が進行中だ。

繊維商社から昭和61年に業種転換

した同社は、大学や研究機関との共同

研究で成膜技術を蓄積してきた。今回

の新技術も、県工業試験場や金沢大学、

金沢工業大学などとの産学官連携の研

究から生まれたものだ。今後も、DLC

膜に人工ダイヤの結晶を加えて硬度を

高めたHND（ハイブリッドナノダイヤ

モンド）膜などの開発に取り組み、よ

り高機能な成膜の実現を探っていく。

コンピューター制御によるミクロン

単位の加工精度を誇る、CNC旋盤など

の工作機械メーカーである高松機械工

業。昨年、携帯電話や携帯情報端末な

どに使う液晶にICチップを張り付けて

いく実装機を製造し、今年の夏から

OEM(相手先ブランド)での納入が続い

ている。

実装機の開発に着手したのは約2年

半前だ。社内に新分野開発室を立ち上

げ、その頃目覚ましい伸びを見せてい

たIT産業への進出を模索。IC実装機の

OEMでの生産で新分野進出の足がか

りを得た。

同社のCNC旋盤に搭載しているロー

ダーの高精度な自動化技術は、高い評

価を得ている。そのコア技術を生かし、

現在生産している手動でICチップを張

り付ける実装機だけでなく、自動で組

み込むローダーを備えたタイプの製造

も予定している。

また、実装機は本社試作室のクリー

ンルームでのみ生産しているが、松任

市の石川ソフトリサーチパーク内にあ

る同社の敷地にも同様の新工場を建設

して、生産能力を拡大したいという。

今後、OEM先から打診のある、実装

機の設置・管理・メンテナンスを指導

するスーパーバイザーの派遣も計画中

だ。

薄膜の用途を広げる新技術を開発

（株）オンワード技研
ベンチャー

工作機械製造のノウハウを活かしIT関連分野へ

高松機械工業（株）
新分野進出

松任市旭丘1-8
TEL076-274-0123
高松喜与志
昭和36年7月
11億7249万円
290名

工作機械及び周辺装置の製造・販売保守サービ
ス、コレットチャック・部品等の製造・販売
URL http://www.takamaz.co.jp/
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DLC膜でコー

ティングされ

た1メートルを超え

る長尺製品。



金沢市東力2－93－5
TEL076-292-0443
桝田良一
平成14年9月
25名

パソコンサポート、IT支援、Webコンテンツ制作
URL http://www.ann.co.jp/sohonoki/

今年9月に、SOHO支援を目的に設

立された「NPO法人日本SOHOの樹」

は、北陸を中心に全国で約60人の会

員を抱える。会員は、プログラマーや

Webデザイナーなど、IT関連を専門分

野とする人たちがほとんど。同法人で

は、教育機関や福祉施設へのパソコン

サポートやホームページ作成といった

仕事を会員に紹介している。

これまで会員は金沢市や小松市の各

小中学校に、合わせて400台のパソコ

ンを設置・接続したり、金沢市が主催

する主婦向けのパソコン講座で講師を

務めるなど、地域のIT化に貢献。NPO

法人への優遇税制を生かして、料金を

低価格に抑えているのに加え、急な受

注に対しても会員の中から最適の人材

をすぐに手配するスピード対応が、ク

ライアントから好評を得ている。

しかし、桝田良一代表は、「皆高い

能力を持ってはいるが、営業活動が十

分にできていない。これからは個々の

会員が自分の能力を強くアピールして

いくべきだ」と厳しく評価する。

そのため、日本SOHOの樹では、会

員同士の交流の場を設けたり、面談を

頻繁に行うなどして、会員の受発注の

チャンス拡大やビジネスセンスの向上

を図り、SOHOの人脈づくりや社会的

信用の確立などに取り組んでいる。

着物を通して和の文化を広めていこ

うと、昨年1月に結成された「石川き

もの文化振興協同組合」。縫製業や小

売業、九谷焼製造業、旅行業など、多彩

な企業9社が集まってイベントの開催

や商品の共同販売に取り組んでいる。

今年9月、和装愛好者が和服を着て

兼六園を散策するという催しに協賛し

て、ニューきものファッションショー

を開催。洋服生地で縫った着物などユ

ニークな商品を紹介した。また、共同

販売している和装用下着は、昨年、石

川ブランドに認定されており、体を補

正して着物姿をきれいに見せる効果が

ある上、着くずれもしにくい。高齢者

や身体の不自由な人でも着やすいよう

工夫しているのも特徴だ。

同組合が月1回開く定例会では、現

代のライフスタイルの中にどうやって

着物を浸透させていけるかなどについ

て、さまざまな観点から意見を交わす

一方、異業種ならではの多彩な情報交

換の場として活用している。

近年、着物縫製工場の海外流出が増

え、国内での和裁技術の継承が難しく

なってきている。白石末子代表は、「和

裁文化を伝えていくため、コスト的に

も海外と太刀打ちできるハイテク技術

を使った和裁工房「卑弥呼
ひ み こ

」で人材を

養成していきたい」と意欲を見せる。

情報拠点としてSOHOをバックアップ

NPO法人 日本SOHOの樹
SOHO

現代にあった着物の魅力を追求

石川きもの文化振興協同組合
異業種交流
グループ

金沢市鞍月2-1
TEL076-268-1919
白石末子
平成13年1月
9社

着物関連製品・和裁機器等の共同販売・受注あっ
せん・市場開拓、新製品の研究開発
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東京プロセスサービス（本社・東京都）は、プラ

ズマ・ディスプレー用の大型スクリーンマスク製造

で、国内シェア70％を誇

るトップ企業である。

スクリーンマスクとは、

電子機器のプリント基板を

量産する際に使う印刷用原

版のこと。同社が昨年11

月、いしかわサイエンスパ

ーク内に開設した「北陸技

術開発センター」は、ここ

数年、大画面テレビのディ

スプレーとして注目され、

家電メーカー各社が開発に

しのぎを削るプラズマ・デ

ィスプレーの研究開発・試

作製造をにらんだ新拠点に

位置づけられる。同社にと

っては平成7年、小松市東

部産業振興団地に進出させ

た工場に次いで、石川県内

では2カ所目となる。

同社がサイエンスパークへの進出を決めた最大の

理由は、ディスプレーの大型化に対するニーズに応

えるためだった。そのため

北陸技術開発センターは、

１階部分の天井高を小松工

場より1.5メートルも高い

4.5メートルとして、2.5メ

ートル四方の大型スクリー

ンマスクにも対応できるよ

うにした。

また、小松工場とも近く、

技術者が往来しやすい立地

条件や研究開発に適した静

かな環境、そして新規立地

や地元雇用によって県が実

施している手厚い補助金制

度、融資制度も進出を後押

しした。

プラズマ・ディスプレーは

これまで、イベントや公共

施設などで使う業務用モニ

ターとしての需要が中心だ

ったが、今後は家庭用テレビを中心に市場が拡大す

ると見られている。

同社の太田稔統括部長は、サイエンスパークの核

と言える北陸先端科学技術大学院大学との共同開発

も視野に入れた上で、「１品１品メーカーの規格に合

うよう、寸法の精度向上やそれを実現する加工方法

の研究を進めたい」と語り、これからますます激化す

るであろう開発競争に徹底抗戦の構えだ。

● 小松に続き県内では2カ所目 ● 手厚い助成制度で進出をサポート

東京プロセスサービス（株）
北陸技術開発センター

〒923-1211 能美郡辰口町旭台2-7

TEL 0761-51-8800  FAX 0761-51-8808
http://www.topro.com

仕上がったスクリーンマスクを
一つ一つ人間の目で点検していく。

いしかわサイエンスパークでは、研究所等の進出を支援するため、
下記のような補助金制度を設けています。ぜひ、ご利用ください。

このほか、債務保証制度や融資制度もあります。

● 創造的産業等立地促進補助金／15億円

● いしかわサイエンスパーク研究所等立地促進補助金／5億円

● 企業立地促進補助金／1億円
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新保氏が取り組んでいるのは、必要

な物質とそうでない物質を選別するた

めの機能的な人工膜の研究開発であ

る。現在、特定の物質とだけ結合する

有機ホスト化合物を運び手として応用

し、異性体を分離するための素材を作

り出している。

異性体とは、同じ種類と同じ数の原

子から構成されているにもかかわら

ず、構造や配列が異なるものを指し、

そのために違った性質を持つ。例えば、

昭和30年代後半に社会問題となった

サリドマイドは、睡眠薬として優れた

薬効を持つR体と、胎児の奇形を引き

起こすS体という異性体が混合してい

た。新保氏の研究成果を活用すれば、

特定の異性体だけをより分けることが

でき、副作用の少ない医薬品が開発で

きるというわけだ。

また最近では、研究所内の他の研究

室とプロジェクトを組み、人工的に皮

ふ組織や臓器を作り出すティシューエ

ンジニアリング（再生医学）の研究に

も乗り出している。

新保氏は、石川県の出身だが、技術

相談や共同研究といった県内企業との

アライアンスはまだないそうだ。化学

物質の効率的な分離について相談した

いことがあれば、ぜひ新保氏に連絡を

してほしい。

PEOPLE FILE . 03 ss 

COMPANY FILE . 03 ss 

副作用の少ない医薬品の開発に貢献

新保 外志夫 氏 （独立行政法人　産業技術総合研究所）

金沢大学工学部

金沢大学は今年4月、つくば市の

（財）日本自動車研究所と連携して、

大学院自然科学研究科に「先進自動車

システム講座」を開講した。同講座で

は、タイヤ工学や事故の解明、自動車

の騒音や環境への負荷などを研究し、

独創的なアイデアの発掘とインテリジ

ェントな車の開発を目指している。

金大と自動車研究所の交流が始まっ

たのは15年前。工学部機能機械工学

科トライボロジー（※）研究室の内山

吉隆教授と同研究所の山崎俊一氏が、

その年に発足した日本ゴム協会技術部

会ゴム製品性能評価研究分科会のメン

バーとして参加したのがきっかけだ。

2年後、内山教授が主査、山崎氏が副

主査となって同協会にトライボロジー

研究分科会を設立し、スタッドレスタ

イヤやベルトなどの研究に取り組み、

安全性向上に大きな役割を果たした。

今回の連携講座は、これら長年の交

流を石川でも生かそうと内山教授が呼

びかけたもので、同研究所から山崎氏

を含む2人の客員教授、1人の客員助

教授を大学に迎え、大学院の研究指導

と教べんを執ってもらっている。内山

教授は、「大学院では働きながら博士

号を取得できる社会人入学も受け付け

ています。金大とともに最先端の技術

力を誇る自動車研究所での研究も可能

です」と話し、地元企業の積極的な参

加に大きな期待を寄せている。

自動車研究所と連携し、先進自動車システムを研究

独立行政法人

産業技術総合研究所
茨城県つくば市東1-1-1 中央第5事業所

TEL 0298-61-6269  FAX 0298-61-4651
http://unit.aist.go.jp/imcp/9G/index.html 

t.shinbo@aist.go.jp

金沢大学工学部機能機械工学科
トライボロジー研究室
金沢市小立野2-40-20

TEL 076-234-4717  FAX 076-234-4729
uchiyama@kenroku.kanazawa-u.ac.jp

※トライボロジー

摩擦や摩耗、潤滑を扱う学問分野。金沢大学

のトライボロジー研究室では、主に、ゴムや

プラスチックのトライボロジーの研究と教育

を行っている

筑波研究学園都市にある研究機関の研究員や、

共同研究を行った県内企業の取り組みなどを

ご紹介する新コーナーです。



ZOOM UP SUPPORTER （株）石川県ソフトウェア
研修開発センター

パソコンや情報通信機器を活用した各種情報処理

技能を修得するためのさまざまな研修コースを開講

している石川県ソフトウェア研修開発センター。企

業の情報化ニーズにこたえ、平成2年の設立以来、

今年度中には研修受講者数がのべ2万人に達する同

センターでは、今年から新たに「戦略的IT人材養成

コース」を開設した。

従来からの研修コースは、主に情報産業を対象に

し、ITに関連した技術の向上を目指した講座を展開

しているが、新コースは、製造業や流通業など幅広

い産業に対応。企業内でITの積極的な導入・活用に

関し、リーダー的立場で活躍できるよう、具体的な

ビジネス戦略や問題解決、分析能力などの実践的な

ノウハウを身に付ける講座内容である。

まず、「ビジネス・センス養成講座」では、米国

のビジネススクールのカリキュラムをベースに、ケ

ーススタディ方式による実践型の研修を行ってお

り、企業の困難な経営状況に、打開策を提案できる

人材を育成する。また、「e-ビジネス・マネジメン

ト講座」では、マーケティングやマーチャンダイジ

ングなど、新規市場の開拓など利益拡大に向けての

具体的な考え方を習得する。「シニアSE講座」では、

企業の独自技術を新分野で応用していく際に必要

な、プロジェクトマネジメントの習得を目指す。ほ

かに、「ITコーディネータ養成講座」や「中小企業

診断士養成講座」など、企業内でのIT普及や生産性

の向上を図れる資格取得講座も新たに登場した。

平成13年に政府が掲げた「e-ジャパン重点計画」

の実行によりIT化が産業界をはじめ社会全体で急速

に進む一方で、リスクマネジメントやセキュリティ

管理に対する企業の関心も高まっている。今後同セ

ンターでも、具体的なカリキュラムの充実に取り組

む予定だ。「多様なニーズにこたえ、e-ジャパンの

担い手となる人材を今後も数多く養成していきた

い」と、同センタ

ーの吉田博幸専務

は抱負を語る。

高度情報社会で活躍できるビジネスリーダーを養成。

石川県ソフトウェア研修開発センターの外観。新
県庁に隣接する地場産業振興ゾーンにある。

幅広い産業に対応した
実践的な新コース

IT社会の新ニーズに向け
さらなる講座の充実へ

金沢市鞍月2丁目１番地　石川県地場産業振興ゾーン内

TEL 076-267-8000  FAX 076-268-8570
http://www.ishikawa-sc.co.jp

講師との活発な質疑
を交えながらの研修。
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情報化セミナーも開催。



ネットワークでつながったコンピューターを利用

し、メールや電子掲示板、電子会議室などで円滑な

情報共有を実現するのが、グループウエアだ。8番ら

ーめんや中華レストランのチャイナパンなど、北陸･

東海を中心に国内で171店舗、海外で34店舗（平成

14年9月20日現在）を直営･フランチャイズ展開す

るハチバンでも、昨年2月からグループウエアを導入

した。現在、金沢本社と名古屋市の中部支社、川北

町と長野県飯田市の工場、直営店7店舗をネットワー

クで結んでいる。

同社では以前、社内は回覧板、支社や各店舗へは

ファクスを主な連絡手段として情報の共有を図って

いた。しかし、これらの紙媒体では、伝達がどうし

ても遅くなってしまう。その点、業務連絡や社内行

事の案内などをサーバー上の掲示板に載せておけば、

全社員へと瞬時に情報を伝達することが可能だ。

端末となるパソコンは本社･支社では社員1人につ

き1台、工場･各店舗にも順次設置中だ。支社や工場、

店舗で起きたトラブルと対処の事例を本社の電子会

議室に保存し、同じような事態が生じた場合、本社

が休日であっても、前例を参考にトラブルを解決す

ることができる。

グループウエアが情報共有の手段として定着しつ

つある点をふまえ、同社ではネットワーク拡大の次

のステップに取りかかる、

それは、直営店だけでなく、各加盟店へのグルー

プウエアの導入だ。店舗とのやり取りに電子掲示板

を利用することで、「ファクスが届いた･届いていない」

などの問題が解消される。その上、全店舗の詳細な

データが本社へと集まり、より現場の意見を反映し

た事業計画が立てられるようになる。

このほか、食材の仕入れ業者へのネットワーク化

も視野に入れているという。もちろん、セキュリテ

ィーなどの課題は残っているが、取引先へ必要な情

報だけを流すことができれば、継続したスムーズな

仕入れが実現する。

「今後もグループウエアを軸にした社内のIT化を図

り、業務の効率化とスピード化を進めていきたい」

と、社内のIT担当責任

者である管理部の酒井

守一部長は話している。

グループウエアを情報共有に活用
伝達スピードの向上、トラブル解消に役立つ 加盟店、仕入れ先への拡大も視野に

グループウエアの導入を
進めるハチバン本社。

パソコンを使
い、その日の業

務を本社に報告するス
タッフ。

金沢市新神田1丁目12番18号

TEL 076-292-0888 FAX 076-292-1538
http://www.hachiban.co.jp
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インフォメーションテーブル

起業・新分野進出のほか、経営や技術の高度化などに役立つ
情報を紹介するページです。

INFORMATION TABLE

■石川県産業大学講座 小松鉄工機器協同組合　 10：00～16：30 無料　 県産業創出支援機構　
「三次元測定機の操作技術（フォロー研修）」小松精密測定センター TEL 076-267-8108

■戦略的ＩＴ人材養成コース 石川県ソフトウェア　 10：00～16：00 80,000円　 県ソフトウェア研修開発センター
＜e-ビジネス・マネジメント編＞ 研修開発センター TEL 076-267-8000
「eマーケティング実践」 （県地場産振興ゾーン内）

■創業支援セミナー 小松商工会議所　 13：30～18：00 無料 県産業創出支援機構
1部「女性創業セミナー」 TEL 076-267-1145
2部「SOHO・ネットベンチャー創業促進セミナー」

■石川県産業大学講座 トライアルラボ　 9：00～17：00 2,000円 県産業創出支援機構
「品質工学（タグチメソッド）」 第2研修室（石川県工業試験場5F） TEL 076-267-8108

■戦略的ＩＴ人材養成コース 石川県ソフトウェア　 9：00～17：00 75,000円　 県ソフトウェア研修開発センター
＜シニアＳＥ養成編＞ 研修開発センター TEL 076-267-8000
「業務・システム分析」 （県地場産振興ゾーン内）

■ ITガバナンスに向けた ホテル日航金沢　 13：00～17：35 5,000円　 県ソフトウェア研修開発センター
「ITリスクマネジメント戦略」 TEL 076-267-8000

■第10回つくば講座と研究室訪問 つくば研究支援センター　 13：30～17：00 無料 県産業創出支援機構
研修室（茨城県つくば市） （交通費等は自己負担） TEL 076-267-6291

■ケーススタディで学ぶビジネスプラン 県地場産業振興センター　 9：00～16：30 無料 県産業創出支援機構
本館2F TEL 076-267-1244

■石川県産業大学講座 トライアルラボ　 13：00～16：30 1,000円 県産業創出支援機構
「繊維技術の最先端」 第2研修室（石川県工業試験場5F） TEL 076-267-8108

■石川県産業大学講座 トライアルラボ　 13：30～16：30 1,000円 県産業創出支援機構
「ユーザー中心の新たな商品開発」 第2研修室（石川県工業試験場5F） TEL 076-267-8108

■戦略的ＩＴ人材養成コース 石川県ソフトウェア　 9：00～17：00 75,000円　 県ソフトウェア研修開発センター
＜シニアＳＥ養成編＞ 研修開発センター TEL 076-267-8000
「パッケージ（ＥＲＰ）活用編」 （県地場産振興ゾーン内）

■石川県産業大学講座 小松鉄工機器協同組合　 10：00～16：30 無料 県産業創出支援機構
「真円度測定機の操作技術（フォロー研修）」小松精密測定センター TEL 076-267-8108

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ先

■ ISICO事業化支援・個別相談会 新分野創造開発　 10：00～16：30 無料　 県産業創出支援機構　　
支援センター2Ｆ TEL 076-267-1244
（県地場産振興ゾーン内）

■税務・経営相談（税理士　坂井昭衛） 県中小企業団体中央会　 10：00～12：00 無料　 県中小企業団体中央会　　
（要予約） TEL 076-267-7711

■法律相談（弁護士　久保雅史） 県中小企業団体中央会　 13：00～15：00 無料　 県中小企業団体中央会　　
（要予約） TEL 076-267-7711

■税務・経営相談（税理士　坂井昭衛） 県中小企業団体中央会　 10：00～12：00 無料　 県中小企業団体中央会　　
（要予約） TEL 076-267-7711

■法律相談（弁護士　久保雅史） 県中小企業団体中央会　 13：00～15：00 無料　 県中小企業団体中央会　　
（要予約） TEL 076-267-7711

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ先
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■第6回繊維総合見本市 東京ビッグサイト　 10：00～18：00 一般1,000円／　 ジャパン・クリエーション　　
～ 「ジャパン・クリエーション2003」 学生500円 実行委員会事務局

TEL 03-3661-7321

■ベンチャーフェアJAPAN2003 東京ビッグサイト　 10：00～17：00 入場無料　 ベンチャーフェア　　
～ JAPAN2003事務局

TEL 03-3297-8900

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ先

県内企業の受講者は
40,000円（ ）

県内企業の受講者は
48,000円（ ）

県内企業の受講者は
48,000円（ ）



「民間ITインキュベート施設」の追加認定

財団法人石川県産業創出支援機構・経営支援センター

SOKKI Venture Office

ISICOが認定している「民間ITインキュベート施設」にSOKKI Venture Office（七尾市）が新たに認定されました。

いしかわクリエイトラボ
入居者募集

専門家派遣事業のご案内

320,000
15,000

いしかわサイエンスパーク
無線LAN無料開放のお知らせ

1,500

3,000

500
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財団法人石川県産業創出支援機構
サイエンスパークオフィス



T O P I C S

全国的に注目される大学発ベンチャー。県内各大学
の取り組み方にそれぞれ違いはありますが、地域産
業の活性化に大きな期待が感じられます。ISICOでも、
企業と大学のビジネスマッチングを推進し、さまざ
まなサポート体制でみなさまの要望に応えていきた
いと思います。お気軽にご相談下さい。

歴史と文化のデジタル化で広がる可能性を探る
デジタルアーカイブ研究会2002 in ISHIKAWA

県とデジタルアーカイブ推進協議会が主催する「全国地域デジタルア

ーカイブ研究大会2002 in ISHIKAWA」は10月30日、金沢市の県立

音楽堂・邦楽ホールで開かれ、全国の関係者と一般来場者を合わせて、

約350名が会場に詰めかけた。

デジタルアーカイブ事業とは、歴史的・文化的な資産をデジタル情報

の形で後世に残すとともに、ネットワーク上などで自在に活用できるよ

うに整備するもの。開会式では、谷本正憲知事があいさつの中で、「石

川新情報書府」の取り組みを紹介し、今後も情報産業発展のための重要

なプロジェクトとして位置付けていくことを表明した。

続いて、武邑光裕東京大学大学院助教授がデジタルアーカイブによる

地域振興について講演したあと、事業を実施する自治体やNPO法人の

発表、中央省庁の政策報告などが行われた。産学官から集まった関係者

たちが活発に意見交換し、現状と課題の理解を深める場となった。

個性的なプランで地域を活性化
ビジネスアイディアコンテスト

ISICOと県などの主催で開かれた「石川

県商業ベンチャー推進事業2002・ビジネ

スアイディアコンテスト」は、昨年を大き

く上回る160件の応募を集めて10月20

日、金沢市のティーズホールで選考会が行

われた。

選考会では、書類による1次審査を通過

した高校生から一般までの15組が、持ち時

間3分の中で自らのプランをプレゼンテー

ションし、独自性や将来性をアピールした。

厳正な審査の結果、大賞には、金沢市の赤

須治郎さんが提案した「『いしかわの紅茶づ

くり』事業」が選ばれ、副賞として、起業

のための調査費用20万円相当が贈られた。

異業種交流のモノづくりを学ぶ
異業種融合化フォーラムin石川

ISICOと県ニュービジネス創

造化協会は11月18日、県地場

産業振興センターで「異業種融合

化フォーラムin石川」を開催し、

同協会の会員企業などから参加

した約120人が異業種交流にお

ける商品開発について学んだ。

フォーラムでは、まず、（株）ユ

ーディット代表取締役の関根千

佳氏が「21世紀のモノづくりとデザイン戦略」と題して基調講演を行

い、高齢者や障害者、子どもなどの多様なニーズを取り入れたユニバー

サルデザインについて事例を交えながら紹介するとともに、「ユニバー

サルデザインは異業種交流から生まれる」と持論を展開した。

その後、「商品開発とその事業化」をテーマとしたパネルディスカッ

ションや開発成果の発表会を行い、参加者らは異業種交流のあり方につ

いてヒントを得た。

県からは、石川新情
報書府を核とした産

業振興の事例を発表。

当日は、台湾の異業種交流グループから7人が
参加した。


